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戦争体験を語り継ぐ決意を新たに－新組合員学習会／青年部平和学習の旅
第496回中央委員会開催
第33期労働講座
公務員の定年引き上げのための公務員法等一部改正案を閣議決定-３/13
第42回日教組九州地区協議会「２・11平和教育研究集会」
2019年度末退職者

今号の掲載内容（掲載順）

還　流　報　告　＆　感　想

戦争体験を語り継ぐ決意を新たに
新組合員学習会／青年部平和学習の旅　2020.2.22 ～ 24　沖縄県

　2014年度以降加入の新組合員を対象とした今年度の新組合員学習会は、
青年部の平和学習の旅と同時開催とし、フィールドワークを中心に沖縄での
平和学習を行いました。辺野古や普天間飛行場で沖縄の置かれている「現在」
の状況を実感するとともに、講演から沖縄の歴史や日米安保・日米地位協定
の問題点について学習を深めました。
　今回は、福岡高教組の「学びと学習の旅in沖縄」を軸に日教組九州地区協
議会の各県高教組にも輪を広げ、最終的には、大分、福岡、熊本、鹿児島、
沖縄から60人を超える仲間が集まり、交流を行いました。参加者にとって、
同世代の仲間同士のつながりを深めるとともに、反戦・平和の運動と教育の
意義とその重要性を再認識できる貴重な体験となりました。

《日　　程》
２月22日（土）

　集合・福岡空港発　＝＝＝　那覇空港着　＝＝＝　講演「沖縄の歴史と平和教育」＝＝＝　夕食交流会

２月23日（日）

　ホテル発　＝＝＝　辺野古地区視察　＝＝（バス内にて昼食）＝＝　読谷村（シムクガマ・チビチリガマ）＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝　宜野湾市（佐喜真美術館・嘉数高台公園展望所）＝＝＝　ホテル着

２月24日（月）

　　　　　　　　　　フリー・オプション見学
　ホテル発　＝＝＝　　①　対馬丸記念館・不屈館見学　＝＝＝　那覇空港発　＝＝＝　福岡空港着・解散
　　　　　　　　　　　②　首里城見学

■「新組合員学習会・青年部平和学習の旅に参加して」
渡邉　龍也（青年部長・佐伯豊南分会）　

　今回、高教組の学習会に参加する形で、人生初の沖縄に行くことができました。初めての沖縄は、東南アジアのどこか
の外国にいるような、そんな感覚がずっとありました。それは、海や自然の独特な美しさからだけではなく、「ウチナン
チュー・ヤマナンチュー」という言葉や、今までの自分の生活にはまったくなかった「基地」という存在、米国軍や日本

参加者の皆さん（佐喜真美術館屋上にて）
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国政府に怒りの声を上げる人々、数々の平和遺構の存在が、そのように感じさせた
のだと思います。
　最終日の自由行動の時間に「旧海軍司令豪」に行きました。地中に人力で掘られ
た500mほどの洞窟。その中でも「下士官室」と呼ばれる部屋とも言えないただの
スペースに、私は何とも言えない恐怖を感じました。そこは、兵士たちが立ったま
ま睡眠や休息をとるスペースでした。攻め込まれた時に、多くの兵士がそこで命を
落としたそうです。手榴弾で自決をした時の生々しい跡も壁にたくさん残ってお
り、胸を締め付けられるような感覚に襲われました。当時の状況を記録した写真も
多くあり、戦争が生み出す悲惨な事態を知りました。
　沖縄の地に実際に訪れ、五感で感じることができて本当によかったと思います。
できることなら１年に１度は訪れて、この思いを風化させないようにしたいです。
「教え子を再び戦場に送らない」ことはもちろん、世界中のどこであっても、二度
と戦争をしてはいけないと感じました。私にできることは、この思いを伝え広めて
いくことだと思います。

講演：沖縄の歴史と平和教育 
講師：山本隆司さん（前沖縄県教組委員長）

■「沖縄から見る日本の平和（沖縄県教育会館にて）」

中尾翔太郎（中津東分会）　

　沖縄県教育会館は教育関係者の慰霊碑もある復帰闘争の
拠点です。冒頭で「平和とは何か」と問われ、私は明確な
答えを出せませんでした。また、「教え子をふたたび戦場
に送るな！」の主語は何かという問いもありました。主語
が「日本国政府」であった場合、当時の間違った教育を強
いられた被害者としての視点となり、主語が「私たち」と
なると、間違った教育をした加害者としての視点になる。
私は、この加害の視点を意識したことがありませんでし
た。教員も権力者であり、子どもに与える影響は大きい。
私の前にも子どもたちがいます。平和学習を担当した際、
場当たり的な授業であったことを反省しました。50年以上
前からヨハン・ガルトゥングさんは「戦争しない＝平和」で
はなく、貧困・差別・抑圧のない状態が平和と提起してい
ます。戦争がなくとも差別はあり、戦争という極限状態は
差別のフィルタが外れているだけなのです。報道などで沖
縄の現状を聞きますが、どこかに他人事であるという無自
覚の差別をしてしまっていました。「沖縄の問題ではなく、
日本の問題である」と捉えなければなりません。お話を聞
き、日米安保・地位協定が成立するまでの背景、日本・沖
縄の現状について自分の勉強不足を痛感しました。知らな
いからこそ、平和や沖縄について考えることができない。
しかし、自分にはまだ伸び代が多いと前向きに捉え、研修
などにもっと参加しようと意識が変容したと感じました。

沖縄県教育会館：戦災校舎復興運動や復帰闘争の拠点と
沖縄戦で犠牲になった教職員、児童生徒らの慰霊の場と
して1954年９月に落成。３階ホール奥には沖縄戦で犠牲
になった児童生徒や教職員7610人の名前を記した慰霊碑
がある。2021年３月に取り壊される予定。

辺野古

■「自然豊かな辺野古海岸に広がる大きな違和感」

麻生　真美（佐伯豊南分会）　

　辺野古に到着して始めに訪れたK-1護岸周辺には基地と
の境目に高い金網が立ち、その境界からは警備員がこちら
の様子を観察していました。海岸では、カヌーの練習を
行っている人たちもいました。海からの反対運動を行うた
めに操縦の練習を行っているそうです。金網の向こう側に
はいくつものクレーンが立ち並んでいました。
　対岸に移動してからは、高台から海の全体を見渡し、埋

学習会の様子 講師の山本隆司さん
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立の状況を確認したり、休憩時間には海岸にも立ち寄っ
たりしました。そこには私がイメージする「沖縄の海」
が広がっていました。白い砂浜、透き通った水の海。し
かし、その奥には黒々とした大きな船がいくつも並び、
違和感を覚えました。この海にはジュゴンやウミガメを
はじめ、数多くの生物が生息しているそうで、海の底に
広がるネットにより生き物の生態系が崩れてしまうこと
や海が汚染されてしまうことが懸念されています。
　移動中の車内では、沖縄の方々の思いや辺野古の反対
運動の現状の話がありました。１つひとつの言葉が重く、
考えさせられることばかりでした。
　辺野古の問題は、これまでにもニュースで見聞きした
ことがありましたが、政治や法律の学習をして、実際の
現場を見て、住民の方々の
思いを聞き、どれだけ自分
が無知だったのかに気づか
されました。今回の見学を
通して、自分が体感したこ
とを忘れずに、学習を深め
ていきたいと思います。

読谷村（シムクガマ・チビチリガマ）

■「平和と戦争」
緒方　里美（別府鶴見丘分会）

　読谷村では２つのガマの見学をしま
した。まずはシムクガマです。シムク
というのは沖縄方言で台所という意味
だそうで、周辺を雑木林で囲まれた広
い空洞がありました。ここに避難した
約千人の人たちは、全員生き残りまし
た。ハワイ在住歴があり、英語が話せ
る２人の人物がリーダーとなり、アメ

リカ兵との交渉を行ったそうです。その２人がいなかっ
たら、きっと全員が無事ではなかったと思います。
　チビチリガマはシムクガマと違い、避難した人々は集
団死を選び、84人が死に追い込まれました。英語の話せ
る人物がおらず、米兵と交渉する手段もない状況でした。
当時、女性たちは米兵に襲われると教えられ、凌辱され
たあげく殺されるよりも、きれいな体のまま死にたいと
いう思いで母が子を、夫が妻を、手にかけました。毒で
死ぬ人もいたそうです。ガマの奥には遺骨がまだ残って
います。

　ガマの見学で、戦争の被害者の様子を詳しく知ることが
できました。このような思いはしたくないし、自分の周り
の誰かにもさせたくないと思いました。戦争の起こらない
世の中を心から願います。
シムクガマ：総延長2,570メートルほどの天然の鍾乳洞で
米軍進軍の際は住民ら約1000人が避難。米軍に発見され
たとき、ハワイ移民の帰国者２人の説得と米兵との交渉
により、全員投降して犠牲者は出なかった。
チビチリガマ：鬼畜と教えられたアメリカ兵の残虐な仕
打ちを恐れ、肉親相互が殺しあうという凄惨な地獄絵図
を現出したといわれる「集団死」が行なわれ、84人の尊
い命が奪われた。

宜野湾市（佐喜真美術館・嘉数高台公園）

■「平和への祈りと米軍基地」
精舎真理子（大分雄城台分会）

　読谷村で見学した２つのガマの絵を佐喜眞美術館で拝見
しました。集団死が起きた「チビチリガマ」の絵には、米
軍と戦うために竹槍を持った人や、狭い洞窟にひしめく
人々が描かれます。ハワイ帰りの男たちが住民を救った
「シムクガマ」には、人気のない洞窟が広がります。皇民
化教育に殺されゆく人々と、「命どぅ宝」の精神を捨てな
かったゆえに解放された人々が対比されているようです。
　２つのガマを描いた丸木位里さん、俊さんは、日本で唯
一の地上戦を体験した沖縄の人から学ぶべく「沖縄戦の
図」を描いたそうです。しかしこの絵を受け入れてくれる
美術館はなく、佐喜眞道夫館長が米軍に奪われた先祖の土
地を取り返し、一から美術館をつくり上げました。普天間
基地に食い込むように美術館が建つのはそのためです。
　「沖縄戦の図」には傷つき倒れる沖縄人たちが描かれ、
救いがないように見えます。しかし、現実の戦いでは爆弾
で四肢を破壊された人々が、絵の中では着物を着て、五体
満足で描かれているのです。また、住民を死へ追い詰めた
軍人や政治家は描かれておらず、女性や子ども、年寄りな
どの弱者ばかりです。人間の尊厳を大切にしたいという画
家の想いからでしょうか。
　美術館の後に向かった嘉数高台公園は、寒緋桜が咲く憩
いの場です。展望台に上がれば、普天間基地やオスプレイ
が眼下に見えます。沖縄の平和の象徴と米軍基地が同居す
る空間、それが佐喜眞美術館であり、嘉数高台公園なので
す。

シムクガマ

佐喜真美術館

チビチリガマ

ガイドの知花昌一さん

普天間飛行場
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第496回中央委員会開催
と　き：２月19日（水）　ところ：教育会館201研修室

　第496回中央委員会が開催され、本部が提案した秋季年末闘争などの中間総括と年度末・年度初め、春季生活闘争など
に対する当面のとりくみが承認されました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　執行委員長あいさつ（要旨）
　先日の高教組役員選挙で、立候補者全員が信任されました。新役員一同が、組合員の期待に応え
2020年度の高教組運動を担う決意であることを、会の冒頭に、皆さんにご報告いたします。
　さて、新型肺炎のニュースばかりが取り上げられていますが、相変わらず安倍首相はわたしたち
国民に背を向けたまま、政権維持にのみ終始しています。政権を擁護する立場からは、「国家の一大
事の時期に、国会で野党はいつまで桜を見る会の追及を行っているのか」という意見も出ています
が、首相の「説明責任」を全く果たそうとしない態度は、安倍政権が国政を付託するに値しないこ
とを物語っています。大分県では、日出生台での米海兵隊の演習で、県や地元自治体との確認書の
合意事項を破り、夜間20時以降の砲撃訓練を我が物顔に行っています。まして、地元住民が直接海兵隊にではなく、九
州防衛局を通じてしか抗議や申し入れができない現状は、この国の政府が国民とアメリカ、どちらの側を向いているか
を物語るものであり、やはり選挙によって、現政権の有り様に明確に反対の意思を示すしか、これらの難局を打開する
方法はありません。おそらく五輪後と予想される、総選挙において、野党共闘に期待しつつ、特に２区吉川はじめを選
挙区で勝利させ、安倍政権を打倒しようではありませんか。

佐喜真美術館：一部返還された普天間飛行場の用地に
1994年に開館。丸木位里・俊夫妻による「沖縄戦の図」
の常設展示している。
嘉数高台公園：沖縄戦時の激戦地で、今でも日本軍が使
用した「トーチカ」があり、展望台からは普天間飛行場
を見渡すことができ、オスプレイも見ることができる。

那覇市（対馬丸記念館・不屈館、首里城）

■「首里城を目の当たりにして」
釜元　健児（中津東分会）

　私は今回参加した旅において、たくさんの事を考える機
会をもらいました。そのうちの１つに最終日に訪れた首里
城の火災後の現状を見学したことがあります。大学生活を
沖縄で過ごしたため、私にとっても首里城はそこにあるこ
とが普通であり当たり前の存在でした。火災の報道があっ
た時、数人の友人と連絡を取りましたが、みんなが口々に
何とも言えない喪失感を感じていました。地元にあるがゆ
えに、そう何度も訪れる場所ではないのに何故そこまでの
喪失感があるのか…実際に見学し、沖縄に住む人と話をす
ることで私なりに考えました。沖縄という土地は他県に比
べても地元意識が高く「日本国民であること以上に沖縄県

民であることに誇りをもっ
ている」と学生時代に沖縄
県民と交流する中で感じる
ことが多くありました。首
里城というのはそういった
沖縄を象徴するシンボルで
あったと思います。沖縄と

いう土地を愛し、誇りを持って生活している「うちなーん
ちゅ」にとって首里城を失うことは想像をはるかに超える
ショックだったと思います。見学した時も朝早い時間で
あったにもかかわらず多くの人が訪れていました。復興支
援もかなりの金額がすでに集まっているという話もありそ
れだけ大切な存在であったということを再認識しました。
私も実際に目の当たりにしてみると大きなショックを受け
ました。今回の研修を通して多くの事を考える機会にな
り、今回感じた事をさらに掘り下げて考えていきたいと思
いました。
対馬丸記念館：対馬丸事件の犠牲者の鎮魂と子どもたち
に平和と命の尊さを教え、事件を正しく後世へ伝える為
につくられた記念館。
不屈館：沖縄の祖国復帰と平和な社会の実現をめざして
命がけで闘った、瀬長亀次郎（元衆議院議員）の残した
膨大な資料を中心に、沖縄の民衆の戦いを後世に伝えよ
うと設立された資料館。
首里城：琉球王国の政治、外交、文化の中心だった国王
の居城。沖縄戦を含め４度消失し、復元を繰り返してき
たが、2019年10月火災により正殿が消失し現在復旧工事
を行っている。

対馬丸記念館 不屈館
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来る2020年度は、給特法の改正、臨時的任用職員制度の導入など、学校現場に大きな変化が予想されます。給特法の改
正では、あくまで教育職には限定４項以外の超勤はないという、法の基本は変わっていません。月45時間、年360時間の
上限ガイドラインは示されたものの、超勤縮減は管理者の責務です。しかし、ともすると、上限ガイドラインさえ超え
なければ良いと高をくくる管理職が多くでそうです。わたしたちは職場でしっかり討議し、管理職の姿勢を正し、超勤
縮減策を立てさせねばなりません。
　今年度も残りわずかとなりました。課題は山積していますが、年度末のとりくみの総括、年度初めのとりくみの方針
について、本中央委員会で真摯な討論が行われること期待して、執行委員会を代表してのあいさつといたします。

討　論
◇教育文化活動のとりくみ
女性部：高校入試の願書から性別欄が
削除された。性的少数者への配慮のた
め「選べる制服」について、「性別で
分けない名簿」と同様高教組が先頭に
たってリードするべき。
障害児学校部：（司会者として全国教
研）大学入試のスマホからのエントリーやe-ポートフォリ
オなど教育の商業化が進んでいる。義務制の課題ではある
が全国学力調査でも障害をもつ子どもが排除されるなど、
弱者にしわ寄せがいっている現状を注
視しておく必要がある。
日田三隈：大学入試共通テストの英語
民間試験や国語・数学の記述式が見送
られたが、学びの基礎診断では、多く
の学校である民間企業の商品が使われ
ている。中止にすべき。
◇教育予算増・定数増のとりくみ
日出総合：来年度新採用だが出産のため着任が猶予される
方が、来年度中に着任しないと採用取り消しになるといわ
れた。
大分雄城台：新型コロナウイルス感染
症へのしっかりとした対応を県教委に
求めてほしい。
障害児学校部：新しい臨時・非常勤制
度について、長年とりくんできたこと
がやっと動いた。もっとアピールして
もよいのではないか。
チャレンジ雇用は現場任せになってい
る。
◇賃金引き上げ・生活向上のとりくみ
日田三隈：部活動指導にかかる特勤手
当が減額になった。部活動の顧問は

様々犠牲にしている。
大分雄城台：部活動顧問を特活主任が
決めているのは適切なのか。全員顧問
制の学校も多くあるが、拒否できるの
か。部活動のあり方について考えてい
く必要がある。
◇平和と民主主義を守るとりくみ
日出総合：高退教から協力が得られるようになった。高校
生１万人署名活動に高教組、特に青年層が協力してくれる
と嬉しい。
◇民主的な職場づくりのとりくみ
現業職組：臨時的任用職員から会計年
度任用職員となる現業職員の状況につ
いて、全組合員が認識しておく必要が
ある。
日田三隈：希望のない３年未満の異動
を許さないでほしい。主幹教諭についても管理職によって
職務がまちまち。短期の異動にもなりやすく、業務の継続
性が乏しくなる。
女性部：職場の多忙化を解消するために、皆で業務削減の
具体について話し合っていくべき。
大分雄城台：現場の教職員の数を増や
してほしい。
高田：目標管理シート、スクールマイ
プラン等を作成しなければならない
が、目標が数値化され、子どもの立場
に立ったものになっていない。
◇組織強化・拡大のとりくみ
障害児学校部：学校は「教育職」だけで成り立っているわ
けではなく、様々な職種の職員がおり、それぞれの課題を
共有し一緒に闘っていこう。　
◇その他
宇佐産業科学：教職員の子どもに対す
る不適切な行動がとられていることに
ついて、業務用携帯電話の支給など高
教組から働きかけていく必要があるの
ではないか。
日田三隈：（携帯電話を）子どもとの
コミュニケーションツールとして使わ
ざるを得ない状況がある。
安心院：連携型入試でほぼ全入。支援
の必要な子どもがいるのに支援員が配
置されない。支援員の配置状況と通級
指導の実施状況が知りたい。

議長：三代圭庭さん（竹田分会）、神谷浩幸さん（津久見分会）
議事運営員：藤岡親也さん（鶴崎工業分会）、畑野美智子さん（ろう分
会）、一井ひろえさん（日田支援分会）

1955年９月21日第３種郵便物認可　　　　　　大 分 県 高 教 組 　　　　　　（2020年３月15日）　毎月１日.15日発行　第2222号　（5）



2019年度　第33期労働講座
と　き：2020 年２月１日（土）　ところ：九州労働金庫大分県本部会議室

　今日的な教育文化、政治経済等の運動諸課題について学習を深めることを目的に開催する労働講座は今年度で 33期を
迎えました。今期の労働講座は、定年延長を中心に地方公務員を取り巻く情勢と課題、私たちが連帯する労働福祉運動に
ついて、そして大分県教育行政についての講座が行われました。
　これまでの私たちのとりくみの成果が確認できただけでなく、今後解決すべき課題の共有ができ、半日ではありました
が有意義な講座となりました。

講座Ⅰ 「地方公務員をとりまく情勢と今後の課題について～定年引き上げの課題を中心に～」
講師　　加藤　達夫 さん（公務公共サービス労働組合協議会副事務局長・日本教職員組合特別執行委員）

　講座Ⅰは、現在、私たち公務員をとりまく情勢と課題について、私たち公務員にとって大きな関心事の
１つである「定年延長」を中心に据えての話でした。現在開会中の通常国会に提出が予定されている「国
家公務員法改正案」では、「定年年齢 65 歳への段階的引き上げ」「60 歳役職定年制の導入」「定年前再任用
短時間勤務制度（仮称）の導入」「60 歳に達した職員の給与と退職手当に関する特例」などの措置を講ず
るといった内容となることが想定されています。私たち地方公務員についても国公準拠が原則ですので、
ほぼ同じ方向での改正となることが予想されますが、条例改正に向けては、私たちとの交渉で妥結してからとなりますので、
今後、地公労に結集する仲間とともにとりくみをすすめていきます。

《参加者の感想》
・組合から人が出て、文科省や総務省との交渉・協議を重ねて、私たちの生活を支えてくれていることを再認識するこ
とができた。

・漠然と持っていた不安をずいぶん解消することができました。
・「すべては国会で決まる」という言葉が印象的で、組合活動の必要性を改めて感じました。

講座Ⅱ 「労働者自主福祉運動の理念・歴史と今日的課題」
　講師　　麻生　雅晴 さん（九州労働金庫大分県本部副本部長）

　講演Ⅱでは、労働者自主福祉運動の理念と歴史について、高教組も経営に深く関わっている九州労働金
庫（ろうきん）誕生と労働組合との関りを中心とした話を通して学習を深めました。戦後まもない頃の銀
行は、労働者や労働組合に対する融資を行っておらず、「労働者のための銀行を」との思いでろうきんは
設立されました。それ以降、連帯と協同の実現をめざし、「非営利の金融機関」として労働運動・生協運
動とともに歩んでいます。私たちは、相互扶助を設立の理念の中心におく、ろうきんや高校生協、教職員
共済等の各労働者福祉団体との連帯を強める必要があります。

《参加者の感想》
・改めてろうきんの意義を認識することができました。
・ろうきんの哲学にある「相互扶助」の心を今一度見直すことが現場でも求められていると痛感しました。
・組合員にその意義や利用することが、いかに価値あるかをもっと浸透させるべきだと感じました。

講座Ⅲ 「県政報告」
　講師　　尾島　保彦 さん（大分県議会議員・大分県高等学校教職員組合特別執行委員）

　講演Ⅲでは、尾島県議からの県政報告でした。2018 年度途中から始まった教員のタイムカードによる勤
務時間の把握では、「時間外勤務の時間数・人数とも減少しているが、実感を伴うものとはなっていない、
との認識の下、引き続きとりくむ」、また、新たな教育課題（新学習指導要領と高大接続、STEAM教育
の実践、情報科学高校にみられる高校と産業界との連携など）についても、「現場の声を踏まえての活動
を進めていく」とのことでした。最後に、「高教組組合員の期待に応えられるように頑張っていきたい」
との決意を述べられました。尾島県議は私たち組合員の声を県政に届ける重要な役割を担ってくれています。引き続き尾
島県議との連携を深めていきます。

《参加者の感想》
・STEAM教育や全国産業教育フェアにかなりの予算が充てられることに驚いた。
・現場の声、組合員の声を伝え続けていただいたおかげもあって、労働環境や教育内容の改善もしくは改悪阻止につな
がっていると実感できました。
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公務員の定年引き上げのための公務員法等一部改正案を閣議決定 ―3／13

　政府は、３月 13 日の閣議で「国家公務員法等の一部を改正する法律案」及び「地方公務員法の一部を改正する法律案」
について決定し、国会に提出しました。
1. 地方公務員の定年年齢の段階的引き上げ
　○地方公務員の定年を 2020 年度から 60 歳から 65 歳まで２年に１歳ずつ段階的に引き上げ
2. 役職定年制（管理監督職勤務上限年齢制）の導入
3. 定年前再任用短時間勤務制の導入（対象：60歳に達した日以後定年前に退職した職員）
　○本人の希望により、短時間勤務の職に採用（任期は 65 歳まで）
4. 情報提供・意思確認制度の新設
　○ 60 歳に達する日の前年度に、60 歳以後の任用、給与、退職手当の情報提供、60 歳以後の勤務の意思確認
5. 給与に関する措置（条例において、必要な措置を講ずるよう要請）
　・60歳を超える職員の給料月額は、60歳前の７割水準に設定
　・60歳に達した日以後に、定年前の退職を「定年」を理由とする退職と同様に退職手当を算定する。
　《雇用と年金の接続のイメージ》

第42回日教組九州地区協議会「２・11平和教育研究集会」
と　き：２月 10 日（月）、11 日（火）　ところ：ホテルパレスイン（鹿児島市）

　日教組九州協議会「２・11平和教育研究集会」は、鹿児島県で開催され、九州各県から約 120人が参加し、大分高教
組からも６人が参加しました。分散会では、佐藤立也さん（日出総合分会）が「「高校生１万人署名活動」大分でのとりく
みを通して」と題したリポートを発表しました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　第１分散会
吉岡　賢二（津久見）　

　他県では，教育の中立性の名の下に組合攻撃がされてい
る現状を知りました。平和学習や主権者教育が提案しにく
い状況の中、リポーターの方々の創意工夫しながら子ども
たちのために伝えていく姿勢にとても勇気づけられまし
た。協議の中での「事実をきちんと伝えていくことだけで

も私たちの思いは伝わる」との意見に共感しましたが、や
はり教員は自分の意見、考えを子どもたちに対し発言すべ
きだとも思いました。
　第２分散会

佐藤立也（リポーター・日出総合分会）　
　熊本のリポーターは、学校での平和教育にとりくむ上で
大切にしていることとして「今、世の中で起こっているこ

制度の詳細については、追って日教組から学習資料が発行されます。高教組では、引き続き組合員への情報提供に努めます。

60 61 62 63 64 65
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

1960年
度生まれ

年齢 60 61 62 63 64 65
働き方 定年 暫定再任用（フル・ハーフ）
年金

1961年
度生まれ

年齢 59 60 61 62 63 64 65
働き方 定年 暫定再任用（フル・ハーフ）
年金

1962年
度生まれ

年齢 58 59 60 61 62 63 64 65
働き方 定年 暫定再任用（フル・ハーフ）定年前再任用

年金

1963年
度生まれ

年齢 57 58 59 60 61 62 63 64 65
働き方 定年 暫定再任用（フル・ハーフ）定年前再任用

年金

1964年
度生まれ

年齢 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65
働き方 定年

定年前再任用

年金

1965年
度生まれ

年齢 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65
働き方 定年

定年前再任用

年金

1966年
度生まれ

年齢 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65
働き方 定年

定年前再任用

年金
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２０１9年度末　高教組退職者
　この３月をもって27名の組合員の方々が退職を迎えられました。
　これまでの高教組運動へのご協力に深く感謝したしますとともに、これからのご健勝とご多幸をお祈りいたします。
　長い間お疲れ様でした。これからも、お元気でご活躍ください。

分　会　名 教科・職種 名　　前 分　会　名 教科・職種 名　　前

宇　佐 理科（生物） 佐々木　剛 大分商業 商　業 吉川　昌宏

国東双国 学校司書 河野　裕子 大分西 数　学 蔵本　盛生

日出総合 理科（化学） 坂本　成司 大分西 事　務 丸田　光一

日出総合 養護教諭 佐藤　　陽 爽風館定時制 国　語 用正美由紀

別府鶴見丘 数　学 梶原　正弘 爽風館通信制 国　語 麻生　周典

別府鶴見丘 数　学 佐藤大司郎 三重総合 英　語 若杉　宜子

別府鶴見丘 理科（生物） 屋田　良一 竹　田 事　務 村上　清美

別府鶴見丘 英　語 丸山　公久 久住高原農業 数　学 津江　　宏

別府支援 理科（生物） 田川　智之 竹田支援 事　務 髙山　裕子

大分上野丘 理科（化学） 池田　進一 臼　杵 英　語 平岩　洋子

大分上野丘 保健体育 大津　裕也 佐伯鶴城 地歴（世史） 髙橋　祐二

大分南 家　庭 南　富美子 佐伯豊南 英　語 萩原　明子

大分工定時制 理科（化学） 財津　剛久 佐伯豊南 養護教諭 吉良　美鈴

大分工定時制 英　語 兒玉　辰彦

とに目を向ける」ことと語りました。大分でも「高校生
一万人署名活動」を広げていくために、平和大使を中心と
した活動メンバーに県教研や支部教研、また、その他で報
告の機会をつくる。同時に、活動にとりくむ高校生に学習
の機会をつくりたい。欠かせないのが大人のサポートの充
実。今何が起きているのかをそれぞれが学習しながらつく
りあげていくことが必要だと感じました。
　第３分散会

藤川　郁雄（佐伯豊南）　
　「『平和が一番大事』～地域の方々の思いを受け止め、語
り継いでいく子どもたちに～」と題して、木許千尋さん（大
分県・臼津支部）からの報告がありました。小学校の総合
学習の時間を通して、2014 年度と 2018 年度に３年生のク
ラス担任として、地域の戦争体験者より学校近くの土橋空
襲の話を聞き、聞くだけでなく、その内容からスライドを
用いて、全校の生徒に発表した。また、その後、土橋空襲
のときに住民が避難した平清水大防空壕の見学を行い、防
空壕の暗さが生徒の心に刻まれたようです。高校では、こ
こまで、深く戦争のことを学ぶ機会がないので、素晴らし
い総合学習だと思いました。

　第４分散会
河村　幸生（大分西分会）　

　開会行事の後の講演では、鹿屋市の戦跡を通して平和を
考えるというテーマで平和ボランティアをしている迫睦子
さんのお話でした。戦争体験集の作成、小中高生へのガイ
ドや一般の方へのガイドについて、特攻隊の悲劇が特に心
に刺さりました。分科会では、米軍基地を取り巻く沖縄の
現状と６月にある沖縄での平和学習についての報告があり
ました。「２度と戦争はしない」という沖縄のリポーター
からの言葉が大変印象に残り、改めて自分を問いなおしま
した。
　第５分散会

福田晃一郎（日田定時制）　
　鹿児島・特攻隊・平和といえば知覧。ぼくの頭はこれで
埋め尽くされていたから、ぼくは「恥乱」になった。種子
島高校のレポートはオーソドックス（夏休み課題：調べ学
習）だった。ぼくらは、いま自分が暮らしている・住んで
いるこの地について、もっと意識をもって学ぶ機会を自ら
つくり、ともに語ることをせねばならないんだ。ヒロシマ・
ナガサキ・オキナワはもちろん大切。でも種子島高校のレ
ポートのように「いま自分がいる地」の学習も必要なんだ。
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